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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年1月27日(2011.1.27)

【公表番号】特表2010-511728(P2010-511728A)
【公表日】平成22年4月15日(2010.4.15)
【年通号数】公開・登録公報2010-015
【出願番号】特願2009-540442(P2009-540442)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4375   (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  39/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 285/12    ＣＳＰＦ
   Ｃ０７Ｄ 417/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/433   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/46    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/519   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4375  　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
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   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  39/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月3日(2010.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

［式中：
　Ｙはハロゲンであり；
　ｎは０、１または２であり；
　Ｘはハロゲンであり；
　Ｒａは水素、Ｃ１－４アルキル、Ｃ３－６シクロアルキル、Ｃ３－６シクロアルキルＣ

１－４アルキル、およびフェニルからなる群より選択され、ここで、水素を除く、全ての
部分は、ハロゲン、ＣＦ３、ＯＨまたはＣ１－４アルキルで１～３回置換されていてもよ
く；および
　Ｒｂはフェニル、Ｃ１－４アルキル、フェニルＣ１－４アルキル、Ｃ３－６シクロアル
キル、フェニルＣ３－６シクロアルキルおよびヘテロアリールからなる群より選択され、
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ここで、全ての部分は、ハロゲン、ＣＦ３またはＣ１－４アルキルで１～４回置換されて
いてもよい］
で示される化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項２】
　ＹがＦである、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　ｎが１であり、Ｘ置換基がフェニル環上の３または４位にある、請求項１記載の化合物
。
【請求項４】
　ｎが２であり、Ｘ置換基がフェニル環上の３および４位にある、請求項１記載の化合物
。
【請求項５】
　Ｒａが水素またはＣ１－４アルキルである、請求項１記載の化合物。
【請求項６】
　ＲａがＣ３－６シクロアルキルである、請求項１記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒｂがフェニル、ハロゲンで独立して１～４回置換されたフェニル、フェニルＣ１－４

アルキル、フェニル環がハロゲンで１回置換されている、フェニルＣ１－４アルキル、ま
たはフェニルＣ３－６シクロアルキルであり、ここで、フェニル環が、メチル、ハロゲン
またはＣＦ３で独立して１回または２回置換されていてもよい、請求項１記載の化合物。
【請求項８】
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－メチル－１－
フェニルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－クロロ－Ｎ－（５－シクロヘキシル－１，３，４－チ
アジアゾール－２－イル）ベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（４－フルオロフェニル）－１－メチルエチル］－１
，３，４－チアジアゾール－２－イル｝－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）
アミノ］スルホニル｝ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－クロロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）－１，
３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２，３－ジクロロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）
－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，３－ジフルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオ
ロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェ
ニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－Ｎ－（５－シクロペンチル－１，３，４－チアジアゾール
－２－イル）－２－フルオロベンズアミド；
　Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］－
５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－ヨードベンズアミド；
　３－クロロ－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，４－ジフルオロ－Ｎ－［５－
（１－メチル－１－フェニルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズ
アミド；
　３－クロロ－Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－
２－イル］－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，４－ジフルオロベンズアミド；
　３－クロロ－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，４－ジフルオロ－Ｎ－［５－
（４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，３，４－トリフルオロ－Ｎ－［５－（１－
メチル－１－フェニルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド
；
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　３－クロロ－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－
メチル－１－フェニルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド
；
　３－クロロ－Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－
２－イル］－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロベンズアミド；
　Ｎ－（５－シクロペンチル－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－５－［（エチ
ルアミノ）スルホニル］－２，４－ジフルオロベンズアミド；
　３－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオ
ロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－
２－イル］－５－｛［（２－メチルプロピル）アミノ］スルホニル｝ベンズアミド；
　５－［（ブチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェ
ニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－
２－イル］－５－［（プロピルアミノ）スルホニル］ベンズアミド；
　２－クロロ－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－３－フルオロ－Ｎ－［５－（４－
フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　２，３－ジフルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾ
ール－２－イル］－５－［（プロピルアミノ）スルホニル］ベンズアミド；
　３－クロロ－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－
フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］－
２－フルオロ－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］スルホニル｝ベン
ズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－
２－イル］－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］スルホニル｝ベンズ
アミド；
　Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］－
５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，３－ジフルオロベンズアミド；
　Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］－
５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，３－ジフルオロ－Ｎ－［５－（１－メチル
－１－フェニルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－
２－イル］－５－［（フェニルアミノ）スルホニル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－４－クロロ－２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフ
ェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　２，３－ジクロロ－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－Ｎ－［５－（１－メチル－
１－フェニルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　２，３－ジクロロ－Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾ
ール－２－イル］－５－［（エチルアミノ）スルホニル］ベンズアミド；
　２，３－ジクロロ－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－Ｎ－［５－（４－フルオロ
フェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　２－ブロモ－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニ
ル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　２－ブロモ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２
－イル］－５－［（プロピルアミノ）スルホニル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２，３－ジクロロ－Ｎ－［５－（１－メチル－１－フェニ
ルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－クロロ－Ｎ－［５－（１－メチル－１－フェニルエチ
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ル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－４－クロロ－２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフ
ェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２，４－ジクロロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）
－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チ
アジアゾール－２－イル］－２－フルオロベンズアミド；
　Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］－
２－フルオロ－５－｛［（１－メチルエチル）アミノ］スルホニル｝ベンズアミド；
　５－［（シクロプロピルアミノ）スルホニル］－Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル
）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］－２－フルオロベンズアミド；
　Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］－
２－フルオロ－５－［（メチルアミノ）スルホニル］ベンズアミド；
　２－ブロモ－Ｎ－［５－（１，１－ジメチルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－
２－イル］－５－［（メチルアミノ）スルホニル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）－１
，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－
２－イル］－５－｛［（１－メチルエチル）アミノ］スルホニル｝ベンズアミド；
　５－［（シクロプロピルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フル
オロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－
２－イル］－５－［（メチルアミノ）スルホニル］ベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－メチル－１－フェニルエチル）－１，３，４－チアジ
アゾール－２－イル］－５－｛［（３，３，３－トリフルオロプロピル）アミノ］スルホ
ニル｝ベンズアミド；
　５－［（シクロプロピルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－メチ
ル－１－フェニルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　Ｎ－［５－（１，１－ジメチル－２－フェニルエチル）－１，３，４－チアジアゾール
－２－イル］－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（４－フルオ
ロフェニル）シクロペンチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド
；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－フェニルシク
ロペンチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－フェニルシク
ロプロピル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－［（シクロプロピルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（４
－フルオロフェニル）シクロペンチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベン
ズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－クロロ－Ｎ－｛５－［１－（４－フルオロフェニル）
－１－メチルエチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド；
　５－［（シクロプロピルアミノ）スルホニル］－Ｎ－［５－（１，１－ジメチル－２－
フェニルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］－２－フルオロベンズアミ
ド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－メチルシクロ
ヘキシル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　Ｎ－（５－シクロペンチル－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－５－［（エチ
ルアミノ）スルホニル］－２－フルオロベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－メチルシクロ
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ペンチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　Ｎ－［５－（４，４－ジフルオロシクロヘキシル）－１，３，４－チアジアゾール－２
－イル］－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－メチル－１－フェニルエ
チル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－フェニルエチ
ル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（２－フルオ
ロフェニル）－１－メチルエチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズア
ミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，３－ジフルオロ－Ｎ－｛５－［１－（２－
フルオロフェニル）－１－メチルエチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベ
ンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，３－ジフルオロ－Ｎ－［５－（１－フェニ
ルシクロペンチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２，３－ジフルオロ－Ｎ－［５－（１－メチル
シクロペンチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－Ｎ－｛５－［１－（４－ブロモフェニル）－１－メチルエ
チル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝－２－フルオロベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［２－フルオロ－４－（トリフ
ルオロメチル）フェニル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－Ｎ－［５－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－１，
３，４－チアジアゾール－２－イル］－２－フルオロベンズアミド；
　Ｎ－［５－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２
－イル］－２－フルオロ－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］スルホ
ニル｝ベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－３－フラニル）－１，３，４－チアジアゾー
ル－２－イル］－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］スルホニル｝ベ
ンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（３－フルオロフェニル）シクロブチル］－１，３，
４－チアジアゾール－２－イル｝－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ
］スルホニル｝ベンズアミド；
　２－フルオロ－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］スルホニル｝－
Ｎ－｛５－［１－（トリフルオロメチル）シクロペンチル］－１，３，４－チアジアゾー
ル－２－イル｝ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（トリフルオ
ロメチル）シクロペンチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド；
　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロ－Ｎ－｛５－
［１－（トリフルオロメチル）シクロペンチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イ
ル｝ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（３－フルオ
ロフェニル）シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド；
　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロ－Ｎ－｛５－
［１－（３－フルオロフェニル）シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イ
ル｝ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（３－フルオロフェニル
）シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド；
　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロ－Ｎ－［５－
（２－メチル－３－フラニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド
；
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　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロ－Ｎ－［５－
（３－メチル－２－チエニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド
；
　Ｎ－［５－（２，５－ジメチル－３－フラニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－
イル］－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロベンズアミド；
　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－Ｎ－［５－（２，５－ジメ
チル－３－フラニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］－２－フルオロベンズ
アミド；
　Ｎ－［５－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２
－イル］－５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロベン
ズアミド；
　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロ－Ｎ－｛５－
［２－フルオロ－４－（トリフルオロメチル）フェニル］－１，３，４－チアジアゾール
－２－イル｝ベンズアミド；
　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロ－Ｎ－［５－
（２，３，４，５－テトラフルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル
］ベンズアミド；
　Ｎ－｛５－［１－（４－ブロモフェニル）－１－メチルエチル］－１，３，４－チアジ
アゾール－２－イル｝－５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－
フルオロベンズアミド；
　Ｎ－［５－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２
－イル］－５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロベン
ズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－フェニルシクロブチル）－１，３，４－チアジアゾー
ル－２－イル］－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］スルホニル｝ベ
ンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－フェニルシクロブチル）
－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（４－フルオロフェニル
）シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（トリフルオロメチル）
シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－フェニルシク
ロブチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（４－フルオ
ロフェニル）シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－（５－｛１－［３－（トリ
フルオロメチル）フェニル］シクロブチル｝－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）
ベンズアミド；
　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロ－Ｎ－［５－
（１－フェニルシクロブチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド
；
　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－Ｎ－｛５－［１－（２，４
－ジフルオロフェニル）シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝－２
－フルオロベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（２－フルオロフェニル）シクロブチル］－１，３，
４－チアジアゾール－２－イル｝－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ
］スルホニル｝ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－Ｎ－｛５－［１－（２，４－ジフルオロフェニル）シクロ
ブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝－２－フルオロベンズアミド；
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　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロ－Ｎ－（５－
｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］シクロブチル｝－１，３，４－チアジア
ゾール－２－イル）ベンズアミド；
　５－（アミノスルホニル）－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（３－メチルフェニル）
シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（３－メチルフェニル）シクロブチル］－１，３，４
－チアジアゾール－２－イル｝－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］
スルホニル｝ベンズアミド；
　５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－｛５－［１－（３－メチル
フェニル）シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル｝ベンズアミド；
　５－｛［（シクロプロピルメチル）アミノ］スルホニル｝－２－フルオロ－Ｎ－｛５－
［１－（３－メチルフェニル）シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾール－２－イル
｝ベンズアミド；
　Ｎ－（５－シクロブチル－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－２－フルオロ－
５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］スルホニル｝ベンズアミド；
　Ｎ－｛５－［１－（４－クロロフェニル）シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾー
ル－２－イル｝－２－フルオロ－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］
スルホニル｝ベンズアミド；
　Ｎ－｛５－［１－（４－クロロフェニル）シクロブチル］－１，３，４－チアジアゾー
ル－２－イル｝－５－［（エチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロベンズアミド；
　２－フルオロ－Ｎ－［５－（１－メチル－１－フェニルエチル）－１，３，４－チアジ
アゾール－２－イル］－５－｛［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］スルホニ
ル｝ベンズアミド；
　２－フルオロ－５－｛［（２－フルオロエチル）アミノ］スルホニル｝－Ｎ－［５－（
１－メチル－１－フェニルエチル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズア
ミド；および
　５－［（シクロブチルアミノ）スルホニル］－２－フルオロ－Ｎ－［５－（４－フルオ
ロフェニル）－１，３，４－チアジアゾール－２－イル］ベンズアミド
からなる群より選択される請求項１記載の化合物またはその医薬上許容される塩。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の化合物および医薬上許容される担体または希釈剤
を含む医薬組成物。
【請求項１０】
　喘息、慢性閉塞性肺疾患、および成人呼吸窮迫症候群からなる群より選択される疾患の
治療に使用する、請求項１～８のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１１】
　喘息、慢性閉塞性肺疾患、および成人呼吸窮迫症候群からなる群より選択される、ケモ
カイン介在性疾患の治療に使用するための医薬の製造における請求項１～８のいずれか１
項に記載の化合物の使用。
【請求項１２】
　ケモカインが哺乳動物のＩＬ－８αまたはβ受容体に結合する、ケモカイン介在性疾患
の治療方法であって、有効量の請求項１～８のいずれか１項に記載の化合物を該哺乳動物
に投与することを含む、方法。
【請求項１３】
　哺乳動物が、喘息、慢性閉塞性肺疾患、または成人呼吸窮迫症候群に罹患している、請
求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の化合物の合成法であって、式（ＩＩ）：
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【化２】

で示される５－置換－１，３，４－チアジアゾール－２－アミンを式（ＩＩＩ）：

【化３】

［式中：Ｙ、Ｘ、ＲａおよびＲｂは、請求項１の記載と同義である］
で示される置換アミノスルホニル安息香酸と反応させて、式（Ｉ）の化合物を得る工程を
含む、方法。
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